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2025年 ４ 月15日～2025年 5 月1４日の主な出来事

4.16 通勤・通学、公共交通利用は 1割弱
熊本市が16日に公表した市民アンケートによ
ると、熊本市民の通勤・通学の移動手段は、
自動車が49.9％で最も多かった。一方、公共
交通機関は、バス6.3％、市電1.6％、電鉄電
車0.3％、JR1.1％の計9.3％だった。それ以
外では、自転車が8.4％、徒歩が4.9％だった。

4.21 熊本市電、運賃200円に値上げ
熊本市交通局は21日、市電の運賃値上げを国
土交通省九州運輸局に申請したと発表した。
6月 1日から、180円の均一運賃を20円高い
200円にする。市電の運賃改定は2023年 6 月
以来 2年ぶり。

4.22 県内景気判断据え置き　九州財務局
九州財務局は22日、 4月の熊本県内の経済情
勢報告を公表した。総合判断を「物価上昇の
影響がみられるものの、緩やかに回復してい
る」とし、 1月の前回判断から据え置いた。
据え置きは 7四半期連続。消費、生産、雇用
の主要 3項目も判断を維持した。

5.2 熊本空港、国際貨物施設を開所
熊本空港を運営する熊本国際空港は 2日、国
際航空貨物の取り扱い施設を開所した。鉄骨
平屋の約1,500平方メートルで、デンマーク
の物流大手DSVが運営を受託する。TSMC
の菊陽町進出などで高まる半導体関連の貨物
需要の増加に対応する。

5.7 熊本空港の旅客数、最多の369万人
熊本空港の2024年度の旅客数が、前年度比
10.8％増の369万4,422人と過去最多を更新し
た。国土交通省が 7日、集計結果を公表した。
国際線が2.1倍の47万9,917人と初めて40万人
を超え、国内線も321万4,505人と3.6％増えた。

5.8 渋滞解消、パートナー登録制度創設
熊本県は 8日、主に熊本都市圏における交通
渋滞の解消に向け、民間企業に時差出勤や公
共交通機関の利用促進に取組んでもらう「渋
滞対策パートナー登録制度」を創設した。交
通量抑制に向けたソフト対策の効果を最大化
する狙い。

5.9 熊本市の外国人観光客100万人突破
熊本市は 9日、2024年に市内を訪れた外国人
観光客が初めて100万人を突破し、前年の 2
倍の139万 2 千人になったと発表した。円安
の進行やTSMC進出などでアジア各国との観
光・ビジネス交流が活発化した。

5.12 マイカー10万台減　バス半額実験で　
熊本県内のバス事業 5社でつくる共同経営推
進室は12日、運賃を半額にする実験で2024年
10月～2025年 1 月の路線バス利用者が前年同
期比約 9万人増えたと発表した。公共交通へ
の乗り換えで、延べ約10万台の自動車利用を
減らす効果があったと分析した。

5.12 県内賃上げ、34年ぶり 5％台に
連合熊本は12日、2025年春闘の第 2回集計結
果をまとめた。回答を得た熊本県内67組合の
平均賃上げ額は、定期昇給を含めて前年同期
比1,246円増の 1万3,786円。賃上げ率は5.0％
で0.56ポイント上昇し、34年ぶりに 5 ％台と
なった。

5.13 米関税「影響見極めきれない」
日銀熊本支店は13日、米国の関税政策が輸出
に与える影響について、県内企業からのヒア
リング結果を公表した。「影響を見極めきれ
ない」とする意見が大半だった。 4月下旬か
ら 5月上旬にかけて、製造業などの複数社か
ら聞き取った。
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